
 

課題解決の方法を自ら立案できる生徒の育成 

――条件制御を視覚化する「条件コントロールシート」の作成と活用を通して―― 

〔生徒の実態〕 

・課題解決の方法が分からず、一部の生徒が立案した 

実験に目的意識をもたずに参加していることが多い。 
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〔教師の願い〕 

・課題の解決方法を自分で考え、目的意識をもって 

実験に取り組んでほしい。 

目指す生徒像 

〔成果〕 
〇条件コントロールシートを用いて、自ら実験計画を立案し 
たことで、実験の目的や具体的な装置が明確になり、その 
後の考察においても筋道立てて考察できる生徒が増えた。 

〇自由研究を行う際に、条件コントロールシートを活用しよ 
うとするなど、積極的に対照実験を行おうとする生徒が増 
えた。 

〔課題〕 
●条件コントロールシートの活用がしにくい単元があり、実 
験のテーマ設定の仕方や内容を工夫する必要がある。 

●条件コントロールシートは、対照実験の考え方を用いる実 
験や観察に応用できるため、小学校など他の校種や教科で 
どのような活用ができるか研究を続けていきたい。 

手立て 条件制御を視覚化する「条件コントロールシート」の作成と活用 

単元名 生物の体のつくりと働き 

「動物の体のつくりと働き」（第２学年） 

① 実験の条件の視覚化 

制御する条件となるものを、個人の意見や話合いにより 
抽出し、カード化する。 

② 条件を制御し、実験の計画を立案 

①のカードを分類し、自分の調べたい課題に基づいて 
条件を制御する。 

制御した条件カードを見ながら 
実験装置を図や文字で表現する。 

③ 同じ考えをもった生徒同士での計画の検討 
制御した条件が同じ生徒同士で班を編成し、お互いの実験計画の妥当性を検討し合う。 
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